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　今年の秋は例年になく災害の多い年になりました。台
風15号、19号と立て続けに日本各地に襲来し多くの風
水害が多発し爪痕を残しています。被害に遭われた皆
様に心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　長崎県議会としても被災された各県に災害見舞金を
送り一刻も早い復興復旧を祈念したところです。
　このような状況の中、私たちの長崎県は特別な大規
模災害もなく、爽やかな季節を迎えることが出来ました。
　皆様にはお元気でご活躍のこととお喜び申し上げ
ます。
　実りの秋、食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋、皆
様はどのような秋をお望みでしょうか。
　来年は東京オリンピック、パラリンピックが開催されま
すがラグビーのワールドカップにおいては強豪国が多い
予選リーグを無傷の４連勝でベスト８に勝ち上がりまし
た。ひたむきに、耐え、そして縦横無尽にゴール目指し

駆け巡る桜のジャージーに歓喜の声を上げたところです。
　茨城県で開催された「いきいき茨城ゆめ国体」におい
て長崎県はソフトボール成年男子、少年女子及び陸上
少年男子の２種目優勝等目覚ましい活躍で昨年の総合
41位から26位と大きく順位を上げ目標の20位台を達
成し県民に元気を与えてくれました。
　私も県議会において、改革21に籍を置き会派長とし
て努め、環境生活委員会、離島半島振興特別委員会
においてしっかりと活動をさせていただいています。
　９月定例会を終え引き続き、予算決算委員会におい
ては決算審査の総括質疑に登壇して　１、財政指標に
ついて　２、公有財産の管理について　３、災害復旧
費について　４、予備費について　等今後の県政に活
力を与えられるように、知事及び所管部長と質疑を交わ
し提言を行いました。
　県民の皆様、変わらぬご指導、ご支援をお願致します。

長崎県議会議員
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ワンチームで頑張る「改革21」9名の精鋭

健全で活力ある長崎県政を目指す！健全で活力ある長崎県政を目指す！
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離島半島・地域振興特別委員会活動報告 県内現地調査　令和元年11月6日～7日
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台風被害支援募金活動台風被害支援募金活動

国民体育大会長崎県選手団壮行式国民体育大会長崎県選手団壮行式

伊木力Jrソフトボール大会　開会挨拶伊木力Jrソフトボール大会　開会挨拶
ききつ船津ぺ－ロン大会参加
360年の歴史と伝統があります。
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1 2　　財政指標について

⑴経常収支比率について
【質問】前年の経常収支比率は98.1％で前年度の
97.8％より悪化をし、財政構造の弾力性が危惧
される状況にある。特に全国平均95.2%より高
い。言い換えれば財政が硬直しているが。

【平田総務部長】全国で高い方から6番目という状況
にある。要因は社会保障関係費の増とか離島半島
地域を有するために学校や警察をはじめ行政重要
も多く義務的経費の割合が高い。
　　県民一人当たりの県税収入が全国で低い方から
2番目であり、自主財源が少ないことも経常収支
比率が高い要因である。

⑵自主財源比率について
【質問】自主財源比率も34%と悪化し全国平均
47.2%よりかなり低い。改善策は。

【中村知事】長崎県の財政は自主財源の割合が低く、
脆弱な財政構造にあることから、県内経済を活性
化させ税源の涵養を図る。企業誘致や新たな基幹
産業の創出をはじめ、農林水産業の収益性向上、
観光の振興などの事業を積極的に推進する。

　　公有財産の管理について

⑴山林の管理について
【質問】山林は面積という表示と、地籍という表示
がある。県有林の面積は約７２４ヘクタールと表
示し、地籍は約４２０ヘクタールと公有財産表に
記載されている。

　　なぜ、同じものである面積と地籍に表示上の
差があるのか。

【中村農林部長】経営面積は購入の際計った実測値、
地籍は登記簿に記載されている面積で明治時代
に行われた地租改正事業によってつくられたも
のが多く、当時の所有者などによる局地的な測
量をもとにしているため、現地と大きく食い違っ
ているものもあり、経営面積の方が実態に近い
ものと考えている。

【質問】県有林は１５地区ある。その中の５地区は1.8
倍から15倍の面積差が有る。２地区は面積も地籍
も全く同じ。あとの８地区は大体同じであり問題
無い。大きな差が有る５地区は県として何らかの
手を打たなければならないが。

【中村農林部長】近隣の地籍地権者の方々の立会いと
か、委託料、境界を定めるとか、面積を画定する

　令和元年９月定例会は、９月９日から１０月４日まで開かれました。
補正予算については、国庫補助事業の内示等に伴う事業費の追加のほか、本
年７月の集中豪雨、台風５号による被災施設の復旧に要する経費、県外就職
者のＵターン就職促進のための拠点設置（福岡市内）に要する経費、対馬市の
韓国人観光客減少対策に要する経費等について編成され、一般会計１０億１９
５３万５千円、特別会計３０２万円の増額補正となりました。
　また、「高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書」「私学助成
の充実強化等に関する意見書」など４件の意見書を可決し閉会しました。
更に平成３０年度の決算審査を行う予算決算委員会は、１０月１７日から１０月
２８日まで開かれました。
　「平成３０年度長崎県一般会計決算及び各特別会計決算の認定について」な
ど３件について審査を行いました。
　私は総括質疑に登壇し　１、財政指標について　２、公有財産の管理につい
て　３、災害復旧費について　４、予備費について　等今後の県政に活力を
与えられるように、知事及び所管部長と質疑を交わしました。

とか、大変な作業になる。大変な費用がかかる。
私どもとしては国土調査の結果を待って順次対応し
ていく。

【意見】林業費に１１０億、造林費に１４億の予算がつ
いている。面積と地籍は等しくしていく努力を怠
らないようにやっていくべきである。

⑵分収林について
【質問】県は分収林を4849ヘクタール所有してい
る。立木の推定蓄積量も114万8000立米ほど、
所有している。

　　戦後昭和２５年位から３０年代、４０年代と植林
を進めてきたが、今では大きく育って県産材とし
て有効活用できる状況になっているが。

【中村農林部長】生産量は平成３０年度は１万立方メー
トル、販売収入は８９００万円となっており、令和元
年度の販売額は約１億円を計画している今後の５年
間では１２億１１００万円の事業量を確保して収益を
上げていく考えである。

【意見】県有林を利用することは、地域の活性化につ
ながる。労働力の確保する手だてにもなる。そし
て自主財源の拡大につながる。
　　県産材の活用に県自ら範を示すべきである。

⑶無体財産権（特許権について）
【質問】特許は基本的には職員の発明であるが、長
崎県は63件の特許を所有しているが、県の特許
の仕組みは。

【平田総務部長】特許の権利は県に帰属する。その許
諾収入の額が100万円以下の金額についてはその
５０％、１００万円を超える金額についてはその２５％
を発明した職員に補償金として支払うということを
規定で決めている。また、特許を処分して収入を
得た時には、その収入額の30％を支払う規定に
なっている。

【質問】63件の特許にはユニークなおもしろい特許
もあるが、どの特許が、県の財産形成とまでは
いかなくても、寄与しているのか。

【廣田産業労働部長】工業技術センター、及び窯業技
術センターの関係では、平成30年度の実施料収
入が約37万4000円。発明した職員に支払った実
施補償金は２分の1の18万7000円となっている。

　　最も活用されている特許は青果物の非破壊糖度
測定装置で青果物を傷つけることなく糖度を測定
できる技術です。

【坂本水産部長】総合水産試験場の関係では、実施
料収入が約５万9000円。実施補償金は約２万
9000円となっている。

　　最も活用されている特許はイカを用いた練り製品
の製造方法及びイカを用いた練り製品であり従来
難しかったスルメイカの練り製品化を可能とした技
術です。

【中村農林部長】農林技術センター関係では、実施料
収入は約45万7000円。実施補償金は約22万
8000円となっている。最も活用されている特許は
お茶の葉とびわの葉を混合発酵する技術で体脂肪
の低下作用などの機能性成分を有する発酵茶の製
法です。

　　予備費について

⑴充当額と支出済額の差について
【質問】平成30年度予備費充当額調べに、充当額と
支出済額に差が出ている。予備費に余りが出る
のは考えにくいが、どういうケースで発生するの
か。

【宮﨑環境部長】平成30年12月に、高濃度ＰＣＢを
含む高圧コンデンサが放置されていることが判
明した。処理期限までに所有者、管理者が不存
在であったため県において行政代執行を予備費
充当で行った。収集運搬業務において予定価格
より低い価格で決定し執行残が生じた。

９月定例議会及び
予算決算委員会

決算審査総括質疑に登壇！決算審査総括質疑に登壇！

○高齢者の安全運転支援と移動手段の確保
　を求める意見書
○新たな過疎対策法の制定に関する意見書
○私学助成の充実強化に関する意見書
○水産業の体質強化を求める意見書

可決された意見書

予算決算
委 員 会

会派を代表して総括質疑に登壇いたしました。



3　　財政指標について
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産業の創出をはじめ、農林水産業の収益性向上、
観光の振興などの事業を積極的に推進する。

　　公有財産の管理について

⑴山林の管理について
【質問】山林は面積という表示と、地籍という表示
がある。県有林の面積は約７２４ヘクタールと表
示し、地籍は約４２０ヘクタールと公有財産表に
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　　なぜ、同じものである面積と地籍に表示上の
差があるのか。

【中村農林部長】経営面積は購入の際計った実測値、
地籍は登記簿に記載されている面積で明治時代
に行われた地租改正事業によってつくられたも
のが多く、当時の所有者などによる局地的な測
量をもとにしているため、現地と大きく食い違っ
ているものもあり、経営面積の方が実態に近い
ものと考えている。

【質問】県有林は１５地区ある。その中の５地区は1.8
倍から15倍の面積差が有る。２地区は面積も地籍
も全く同じ。あとの８地区は大体同じであり問題
無い。大きな差が有る５地区は県として何らかの
手を打たなければならないが。

【中村農林部長】近隣の地籍地権者の方々の立会いと
か、委託料、境界を定めるとか、面積を画定する

　令和元年９月定例会は、９月９日から１０月４日まで開かれました。
補正予算については、国庫補助事業の内示等に伴う事業費の追加のほか、本
年７月の集中豪雨、台風５号による被災施設の復旧に要する経費、県外就職
者のＵターン就職促進のための拠点設置（福岡市内）に要する経費、対馬市の
韓国人観光客減少対策に要する経費等について編成され、一般会計１０億１９
５３万５千円、特別会計３０２万円の増額補正となりました。
　また、「高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書」「私学助成
の充実強化等に関する意見書」など４件の意見書を可決し閉会しました。
更に平成３０年度の決算審査を行う予算決算委員会は、１０月１７日から１０月
２８日まで開かれました。
　「平成３０年度長崎県一般会計決算及び各特別会計決算の認定について」な
ど３件について審査を行いました。
　私は総括質疑に登壇し　１、財政指標について　２、公有財産の管理につい
て　３、災害復旧費について　４、予備費について　等今後の県政に活力を
与えられるように、知事及び所管部長と質疑を交わしました。
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私どもとしては国土調査の結果を待って順次対応し
ていく。

【意見】林業費に１１０億、造林費に１４億の予算がつ
いている。面積と地籍は等しくしていく努力を怠
らないようにやっていくべきである。
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【質問】県は分収林を4849ヘクタール所有してい
る。立木の推定蓄積量も114万8000立米ほど、
所有している。
　　戦後昭和２５年位から３０年代、４０年代と植林
を進めてきたが、今では大きく育って県産材とし
て有効活用できる状況になっているが。

【中村農林部長】生産量は平成３０年度は１万立方メー
トル、販売収入は８９００万円となっており、令和元
年度の販売額は約１億円を計画している今後の５年
間では１２億１１００万円の事業量を確保して収益を
上げていく考えである。

【意見】県有林を利用することは、地域の活性化につ
ながる。労働力の確保する手だてにもなる。そし
て自主財源の拡大につながる。
　　県産材の活用に県自ら範を示すべきである。

⑶無体財産権（特許権について）
【質問】特許は基本的には職員の発明であるが、長
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規定で決めている。また、特許を処分して収入を
得た時には、その収入額の30％を支払う規定に
なっている。

【質問】63件の特許にはユニークなおもしろい特許
もあるが、どの特許が、県の財産形成とまでは
いかなくても、寄与しているのか。

【廣田産業労働部長】工業技術センター、及び窯業技
術センターの関係では、平成30年度の実施料収
入が約37万4000円。発明した職員に支払った実
施補償金は２分の1の18万7000円となっている。

　　最も活用されている特許は青果物の非破壊糖度
測定装置で青果物を傷つけることなく糖度を測定
できる技術です。

【坂本水産部長】総合水産試験場の関係では、実施
料収入が約５万9000円。実施補償金は約２万
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の製造方法及びイカを用いた練り製品であり従来
難しかったスルメイカの練り製品化を可能とした技
術です。

【中村農林部長】農林技術センター関係では、実施料
収入は約45万7000円。実施補償金は約22万
8000円となっている。最も活用されている特許は
お茶の葉とびわの葉を混合発酵する技術で体脂肪
の低下作用などの機能性成分を有する発酵茶の製
法です。

　　予備費について

⑴充当額と支出済額の差について
【質問】平成30年度予備費充当額調べに、充当額と
支出済額に差が出ている。予備費に余りが出る
のは考えにくいが、どういうケースで発生するの
か。

【宮﨑環境部長】平成30年12月に、高濃度ＰＣＢを
含む高圧コンデンサが放置されていることが判
明した。処理期限までに所有者、管理者が不存
在であったため県において行政代執行を予備費
充当で行った。収集運搬業務において予定価格
より低い価格で決定し執行残が生じた。

９月定例議会及び
予算決算委員会

決算審査総括質疑に登壇！決算審査総括質疑に登壇！

○高齢者の安全運転支援と移動手段の確保
　を求める意見書
○新たな過疎対策法の制定に関する意見書
○私学助成の充実強化に関する意見書
○水産業の体質強化を求める意見書

可決された意見書

予算決算
委 員 会

会派を代表して総括質疑に登壇いたしました。
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　今年の秋は例年になく災害の多い年になりました。台
風15号、19号と立て続けに日本各地に襲来し多くの風
水害が多発し爪痕を残しています。被害に遭われた皆
様に心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　長崎県議会としても被災された各県に災害見舞金を
送り一刻も早い復興復旧を祈念したところです。
　このような状況の中、私たちの長崎県は特別な大規
模災害もなく、爽やかな季節を迎えることが出来ました。
　皆様にはお元気でご活躍のこととお喜び申し上げ
ます。
　実りの秋、食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋、皆
様はどのような秋をお望みでしょうか。
　来年は東京オリンピック、パラリンピックが開催されま
すがラグビーのワールドカップにおいては強豪国が多い
予選リーグを無傷の４連勝でベスト８に勝ち上がりまし
た。ひたむきに、耐え、そして縦横無尽にゴール目指し

駆け巡る桜のジャージーに歓喜の声を上げたところです。
　茨城県で開催された「いきいき茨城ゆめ国体」におい
て長崎県はソフトボール成年男子、少年女子及び陸上
少年男子の２種目優勝等目覚ましい活躍で昨年の総合
41位から26位と大きく順位を上げ目標の20位台を達
成し県民に元気を与えてくれました。
　私も県議会において、改革21に籍を置き会派長とし
て努め、環境生活委員会、離島半島振興特別委員会
においてしっかりと活動をさせていただいています。
　９月定例会を終え引き続き、予算決算委員会におい
ては決算審査の総括質疑に登壇して　１、財政指標に
ついて　２、公有財産の管理について　３、災害復旧
費について　４、予備費について　等今後の県政に活
力を与えられるように、知事及び所管部長と質疑を交わ
し提言を行いました。
　県民の皆様、変わらぬご指導、ご支援をお願致します。

長崎県議会議員

発行責任者：山口　初實　　編集責任者：松永　碩哉
発 行 年 月：令和元年11月

ワンチームで頑張る「改革21」9名の精鋭

健全で活力ある長崎県政を目指す！健全で活力ある長崎県政を目指す！
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離島半島・地域振興特別委員会活動報告 県内現地調査　令和元年11月6日～7日
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台風被害支援募金活動台風被害支援募金活動

国民体育大会長崎県選手団壮行式国民体育大会長崎県選手団壮行式

伊木力Jrソフトボール大会　開会挨拶伊木力Jrソフトボール大会　開会挨拶
ききつ船津ぺ－ロン大会参加
360年の歴史と伝統があります。
ききつ船津ぺ－ロン大会参加
360年の歴史と伝統があります。

たらみ地域ソフトボール大会表彰式たらみ地域ソフトボール大会表彰式
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